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『
古
今
著
間
集
』
一
、
三
浦
義
村
と
千
葉
胤
綱
の
口
論
の
三
柿
義
村
、
千
葉
胤
網
□論
の
説
話
を
め
ぐ
っ
て
！
『
古
今
著
聞
集
』
巻
第
十
五
・
闘
評
第
二
十
四
は
、
わ
ず
か
六
篇
の
説
話
か
ら
成
る
が
、
そ
の
第
五
話
に
、
三
浦
義
村
と
千
葉
胤
綱
の
口
論
を
話
柄
と
す
る
も
の
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
史
学
者
石
井
進
は
、
「
『
古
今
著
間
集
』
の
鎌
倉
武
士
た
ち
」
（
日
木
古
典
文
学
大
系
月
報
二
期
二
十
四
回
掲
載
、
一
九
八
七
年
平
凡
社
刊
の
『
鎌
倉
武
士
の
実
像
ー
合
戦
と
暮
ら
し
の
お
き
て
』
に
も
収
載
）
の
な
か
で
、
こ
の
説
話
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
鎌
倉
武
士
た
ち
を
主
人
公
と
し
た
物
語
に
つ
い
て
触
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
印
象
に
残
る
物
諾
で
あ
る
が
、
「
と
く
に
三
洞
介
義
村
と
千
葉
介
胤
綱
が
座
席
あ
ら
そ
い
か
ら
口
論
を
始
め
た
際
、
胤
綱
が
義
村
を
「
友
を
く
ら
う
三
浦
犬
」
と
罵
飼
し
た
と
い
う
一
条
（
闘
評
第
二
十
四
）
は
、
ま
こ
と
に
味
が
あ
る
」
と
し
て
筆
頭
に
取
り
上
げ
、
こ
の
口
論
の
背
景
の
史
実
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
こ
の
説
話
に
描
か
れ
て
い
る
ま
だ
若
年
の
胤
綱
の
剛
直
激
越
な
言
動
は
、
鎌
倉
武
上
の
気
概
の
一
端
を
覗
か
せ
て
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
り
、
一
読
し
て
す
こ
ぶ
る
窮
快
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
広
島
大
学
所
蔵
本
を
底
本
と
す
る
「
新
潮
日
本
古
典
集
成
」
の
『
古
今
著
聞
集
』
（
西
尾
光
一
・
小
林
保
治
校
注
）
に
拠
っ
て
、
そ
の
全
文
を
次
に
掲
げ
る
（
但
し
、
表
記
は
か
な
ら
ず
し
も
原
文
の
ま
ま
で
は
な
い
。
筆
者
の
判
断
で
手
を
加
え
た
箇
所
が
あ
る
）
。
鎌
倉
の
右
府
の
将
軍
(11
源
実
朝
。
注
ハ
筆
者
ノ
モ
ノ
。
以
下
同
ジ
）
の
家
に
、
三
月
朔
日
、
大
名
と
も
参
り
た
り
け
る
に
、
三
浦
の
義
村
、
も
と
よ
お
ほ
さ
ぶ
ら
ひ
り
候
ひ
て
、
大
侍
の
座
上
に
侯
ひ
け
り
。
そ
の
後
、
千
葉
の
介
胤
綱
、
参
り
た
り
け
る
、
い
ま
だ
若
者
に
て
侍
り
け
る
に
、
多
く
の
人
を
分
け
過
ぎ
て
、
座
上
せ
め
た
る
義
村
が
な
ほ
上
に
屈
て
け
り
。
義
村
、
し
か
る
ぺ
く
も
し
も
ふ
さ
ふ
し
ど
思
は
で
、
い
含
ど
ほ
り
た
る
気
色
に
て
、
「
下
総
犬
は
、
臥
処
を
知
ら
ぬ
ぞ
と
よ
」
と
言
ひ
た
り
け
る
に
、
胤
綱
す
こ
し
も
気
色
変
ら
で
、
と
り
あ
へ
く
ら
ず
、
「
三
浦
犬
は
友
を
食
ふ
な
り
」
と
言
ひ
た
り
け
り
。
輪
田
左
衛
門
(11
和
田
義
盛
）
が
合
戦
の
こ
と
を
息
ひ
て
言
へ
る
な
り
。
ゆ
ゆ
し
く
と
り
あ
へ
ず
は
言
へ
り
け
る
。
和
田
義
盛
の
合
戦
と
は
、
建
保
元
年
(
-
―
―
―
―
―
-
）
五
月
に
、
侍
所
別
当
の
要
職
に
あ
っ
た
和
田
義
盛
と
そ
の
支
持
勢
力
が
、
北
条
勢
力
の
一
掃
を
諜
っ
て
蜂
起
し
た
合
戦
を
指
す
。
鎌
倉
市
中
を
戦
場
に
激
闘
が
展
開
さ
れ
た
が
、
和
田
義
盛
方
は
全
滅
し
た
。
義
盛
は
三
浦
一
門
の
長
老
で
あ
り
、
三
浦
氏
の
嫡
流
義
村
と
は
従
兄
弟
と
い
う
血
の
つ
な
が
り
の
濃
い
関
係
に
あ
っ
た
。
『
吾
妻
鏡
』
森
野
宗
明
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建
保
元
年
五
月
二
日
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
義
村
は
、
当
初
こ
の
蜂
起
に
与
同
し
、
北
凹
警
固
を
担
当
す
る
旨
の
起
請
文
ま
で
も
認
め
た
が
、
直
前
に
な
っ
て
心
変
わ
り
し
、
「
内
親
の
勧
め
」
に
従
っ
て
、
源
義
家
の
時
以
来
服
屈
し
て
き
た
累
代
の
主
君
に
弓
を
引
く
よ
う
な
真
似
を
し
て
は
、
「
天
譴
」
を
蒙
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
考
え
て
、
北
条
義
時
に
密
告
し
た
と
い
う
（
以
下
『
吾
妻
鏡
』
は
、
図
書
刊
行
会
の
『
紐
鱈
吾
妻
鏡
』
に
拠
る
）
。
和
田
派
の
敗
戦
は
義
村
の
心
変
わ
り
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
て
よ
い
。
永
原
慶
二
は
、
『
中
世
成
立
期
の
社
会
と
思
想
』
(
-
九
七
七
年
・
吉
川
弘
文
館
）
の
「
I
思
想
と
人
物
」
「
四
鎌
倉
武
士
の
面
影
」
（
雑
誌
「
太
陽
」
一
九
六
七
年
・
六
九
号
に
初
載
）
の
な
か
で
、
義
村
の
寝
返
り
に
つ
い
て
、
同
族
の
誼
を
重
ん
ず
べ
き
か
、
主
君
へ
の
恩
誼
に
生
き
る
べ
き
か
、
そ
の
矛
雇
に
悩
み
抜
い
た
す
え
の
選
択
と
み
る
。
た
し
か
に
義
村
の
行
動
を
身
の
保
全
の
み
を
考
え
た
打
算
と
し
て
断
ず
る
の
は
酷
で
あ
ろ
う
が
、
血
縁
閣
係
を
重
ん
じ
、
同
族
結
合
を
大
事
に
す
る
観
念
の
根
強
い
東
国
武
士
の
間
界
で
は
、
こ
れ
は
風
上
に
も
置
け
ぬ
背
信
と
映
る
。
し
か
も
、
同
じ
く
『
吾
妻
鏡
』
建
保
元
年
五
月
四
日
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
義
村
は
政
所
前
で
の
戦
闘
に
参
加
し
、
そ
の
先
陣
を
進
ん
だ
と
主
張
し
て
波
多
野
中
網
と
功
を
争
い
、
吸
々
の
論
に
及
ん
だ
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
行
動
も
、
マ
イ
ナ
ス
に
は
た
ら
き
、
伝
統
的
な
粕
神
風
土
に
生
き
る
武
士
の
問
に
は
、
破
屎
恥
な
振
舞
い
と
し
、
眉
を
ひ
そ
め
る
者
が
少
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
建
保
七
年
(
―
ニ
―
九
）
一
月
の
実
朝
を
公
暁
が
殺
害
し
た
事
件
の
折
、
お
よ
び
貞
応
一
云
一
年
(
―
ニ
ニ
四
）
関
七
月
の
義
時
末
亡
人
伊
賀
氏
一
族
の
将
軍
廃
立
陰
謀
事
件
の
折
の
義
村
の
行
動
は
不
透
明
で
、
『
吾
妻
鏡
』
が
北
条
氏
サ
イ
ド
に
立
つ
産
物
で
あ
る
点
を
割
り
引
い
て
も
、
義
村
の
人
物
像
に
つ
い
て
は
、
保
身
の
術
に
た
け
た
策
謀
の
土
と
い
う
印
象
が
強
く
つ
き
ま
と
う
。
あ
る
い
は
、
そ
の
よ
う
な
義
村
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
こ
の
説
話
の
形
成
に
一
役
買
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。
な
お
、
石
井
進
は
、
『
古
今
著
聞
集
』
第
巻
二
十
・
魚
虫
禽
獣
第
一
―
-
＋
の
末
尾
の
説
話
に
登
場
す
る
「
小
早
河
美
作
の
茂
平
」
（
諸
本
、
小
田
河
に
作
る
が
、
小
早
河
の
誤
と
す
る
の
が
通
説
）
に
注
目
し
、
小
早
河
茂
平
が
和
田
合
戦
の
際
に
義
盛
に
与
し
た
土
肥
氏
の
出
身
で
、
没
落
し
た
た
め
相
模
を
離
れ
て
安
芸
の
沼
田
荘
に
本
拠
を
移
し
た
こ
と
、
酉
園
寺
家
を
介
し
て
、
こ
の
説
話
集
の
作
者
橘
成
季
と
交
渉
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
を
論
じ
て
、
「
ま
っ
た
く
の
空
想
で
あ
る
が
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
「
友
を
く
ら
う
三
浦
犬
」
の
物
語
の
背
後
に
は
、
和
田
合
戦
に
一
族
を
失
っ
た
小
旱
河
茂
平
の
姿
が
、
何
と
な
く
見
え
が
く
れ
す
る
よ
う
で
さ
え
あ
る
。
」
と
記
し
て
い
る
。
小
早
河
茂
平
と
橘
成
季
と
の
間
に
つ
な
が
り
が
あ
る
な
ら
ば
、
鎌
倉
武
士
に
関
す
る
有
力
な
情
報
源
を
作
者
は
持
っ
て
い
た
わ
け
で
、
三
浦
義
村
に
関
し
て
も
、
先
述
し
た
よ
う
な
人
物
像
が
脳
裡
に
刻
ま
れ
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
千
葉
胤
綱
に
目
を
移
す
。
長
く
は
な
い
生
涯
で
あ
っ
た
こ
の
人
物
の
事
蹟
・
行
状
に
つ
い
て
知
り
得
る
と
こ
ろ
は
少
い
が
、
承
久
の
乱
前
後
の
頃
が
、
も
っ
と
も
華
や
か
な
時
期
で
あ
っ
た
。
挙
兵
か
ら
暮
府
草
創
の
頃
の
頼
朝
を
助
け
て
功
績
の
あ
っ
た
有
力
御
家
人
千
葉
介
常
肌
の
臼
孫
と
し
て
千
葉
氏
嫡
流
を
継
い
だ
胤
網
が
、
は
じ
め
て
『
吾
妻
鏡
』
に
登
場
す
る
の
は
、
承
久
元
年
(
―
ニ
―
九
。
建
保
七
年
四
月
十
二
日
承
久
卜
改
元
）
七
月
十
九
口
の
条
で
あ
る
。
当
時
二
歳
の
三
寅
（
藤
原
頼
経
）
が
鎌
倉
に
下
着
、
義
時
の
大
倉
亭
に
入
っ
た
が
、
そ
の
供
奉
の
行
列
に
狩
装
束
を
着
用
し
て
従
っ
た
有
力
御
家
人
た
ち
十
人
の
な
か
に
、
三
浦
義
村
、
北
条
泰
時
、
足
利
義
氏
な
ど
と
並
ん
で
「
千
葉
介
」
胤
綱
も
加
わ
っ
て
い
る
。
『
承
久
記
』
（
古
活
字
本
）
に
よ
れ
ば
、
胤
綱
は
、
―
―
―
寅
を
迎
え
る
た
め
に
幕
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
御
家
人
の
一
人
で
、
そ
の
下
向
の
警
股
に
あ
た
っ
て
は
後
陣
を
務
め
た
。
翌
承
久
二
年
十
二
月
朔
日
、
三
寅
の
着
衿
の
-2-
こ
さ
ぶ
ら
い
儀
が
大
倉
亭
で
執
り
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
際
に
も
、
小
侍
に
着
座
し
た
御
家
人
と
し
て
胤
綱
は
、
泰
時
、
義
氏
、
義
村
、
小
山
朝
政
に
次
い
で
そ
の
名
が
挙
示
さ
れ
て
お
り
、
御
家
人
層
の
な
か
で
も
重
き
を
な
し
た
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
東
国
の
代
表
的
豪
族
武
士
団
の
―
つ
で
あ
る
千
葉
氏
の
惣
領
と
し
て
一
族
を
統
率
し
て
い
た
父
成
胤
が
建
保
六
年
(
―
ニ
―
八
）
の
四
月
十
日
に
没
し
、
胤
綱
が
そ
の
遺
跡
を
継
い
で
御
家
人
層
中
枢
の
仲
間
入
り
を
果
し
た
の
で
あ
っ
た
。
成
胤
が
病
悩
は
な
は
だ
し
く
重
態
に
陥
っ
た
時
、
実
朝
は
、
特
に
見
舞
の
使
者
を
遣
わ
し
て
、
子
孫
の
こ
と
、
殊
に
憐
慇
を
加
え
ら
れ
る
べ
き
旨
を
伝
え
さ
せ
て
い
る
（
『
吾
妻
鏡
』
建
保
六
年
四
月
十
日
の
条
）
。
常
胤
以
来
の
忠
節
が
篤
く
賞
せ
ら
れ
た
故
で
あ
ろ
う
。
そ
の
余
沢
が
胤
綱
に
桧
舞
台
へ
の
途
を
開
い
た
の
で
あ
る
。
承
久
三
年
(
―
ニ
ニ
―
)
五
月
、
承
久
の
乱
が
起
こ
る
。
北
条
泰
時
・
時
房
以
下
の
東
軍
は
、
東
海
・
東
山
・
北
陸
の
三
道
か
ら
進
撃
し
た
が
、
『
吾
妻
鏡
』
承
久
三
年
五
月
二
十
五
日
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
東
海
道
方
面
軍
の
大
将
軍
は
、
「
相
州
(11
時
房
）
、
武
州
(11
泰
時
）
、
同
太
郎
(11
時
氏
）
、
武
蔵
前
司
義
氏
、
駿
河
前
司
義
村
、
千
葉
介
胤
綱
」
で
あ
っ
た
。
『
承
久
記
（
古
活
字
本
）
』
に
従
え
ば
、
一
陣
が
時
房
、
二
陣
が
泰
時
、
三
陣
が
義
氏
、
四
陣
が
義
村
、
五
陣
が
胤
綱
と
い
う
陣
立
て
で
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
胤
綱
は
、
北
条
・
源
家
以
外
の
御
家
人
を
代
表
す
る
重
鎮
の
一
人
と
し
て
、
三
浦
義
村
と
と
も
に
、
お
そ
ら
く
は
義
村
よ
り
か
な
り
の
若
年
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
将
軍
と
い
う
重
識
に
任
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
東
軍
勝
利
の
後
に
、
胤
綱
は
、
官
軍
方
の
主
謀
者
の
一
人
坊
門
大
納
言
忠
信
の
身
柄
を
預
け
ら
れ
る
（
『
吾
妻
鏡
』
承
久
三
年
六
月
二
十
五
日
、
同
年
八
月
一
日
の
条
）
。
こ
れ
も
、
し
か
る
べ
き
有
力
御
家
人
を
選
定
し
て
托
せ
ら
れ
る
任
務
で
あ
り
、
合
戦
の
際
に
お
け
る
胤
綱
の
働
き
ぶ
り
、
胤
綱
に
寄
せ
ら
れ
た
信
頼
の
高
さ
を
推
し
測
る
う
え
で
重
要
な
材
料
と
な
る
。
右
に
見
た
よ
う
に
、
承
久
の
乱
前
後
の
胤
綱
の
活
躍
は
ま
こ
と
に
目
覚
ま
し
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
以
後
に
な
る
と
、
消
息
が
つ
か
め
な
い
。
『
吾
妻
鏡
』
に
は
、
以
後
、
貞
応
三
年
(
―
ニ
ニ
四
。
十
一
月
二
十
日
二
天
元
卜
改
元
）
三
月
十
九
日
の
条
に
胤
綱
の
家
が
焼
亡
し
た
と
い
う
記
事
、
安
貞
二
年
(
―
ニ
ニ
八
）
五
月
二
十
八
日
条
に
そ
の
他
界
を
報
じ
た
記
事
を
見
出
す
の
み
で
あ
る
。
『
吾
妻
鏡
』
に
よ
れ
ば
、
享
年
は
二
十
一
歳
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
従
え
ば
、
承
久
の
乱
の
際
は
十
四
歳
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
東
海
道
方
面
軍
の
大
将
軍
の
一
人
に
名
を
連
ね
て
い
る
泰
時
の
長
男
時
氏
の
十
九
歳
に
く
ら
べ
て
も
、
い
か
に
も
年
齢
が
低
す
ぎ
る
。
幕
府
首
脳
部
に
何
ら
か
の
配
慮
が
あ
っ
た
と
仮
定
し
て
も
、
大
将
軍
の
重
責
を
背
負
う
の
は
不
自
然
と
い
う
感
を
否
め
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
『
続
群
書
類
従
』
系
図
部
所
収
の
『
千
葉
系
図
別
本
』
の
記
事
「
安
貞
二
年
戌
子
五
月
廿
八
日
舟
三
歳
逝
去
」
が
無
難
な
線
を
示
す
。
三
十
三
歳
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
乱
の
際
に
は
二
十
五
歳
で
、
若
年
で
は
あ
る
が
、
そ
の
器
量
さ
え
あ
れ
ば
、
大
将
軍
の
一
莫
を
荷
な
っ
て
も
不
釣
合
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
『
千
葉
系
図
別
本
』
は
、
『
吾
妻
鏡
』
に
も
、
『
続
群
書
類
従
』
系
図
部
所
収
の
『
千
葉
系
図
』
に
も
見
出
せ
な
い
「
従
五
位
上
修
理
大
夫
」
と
い
う
官
位
叙
任
記
事
が
あ
り
、
信
憑
性
と
い
う
点
で
、
そ
の
利
用
に
は
慎
重
を
期
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
。
な
お
念
の
た
め
に
言
い
添
え
れ
ば
、
『
千
葉
系
図
』
に
お
い
て
も
胤
綱
の
享
年
を
二
十
一
歳
と
す
る
。
話
を
義
村
、
胤
綱
の
口
論
に
も
ど
す
。
説
話
で
あ
る
点
、
史
実
と
の
軽
率
な
混
同
は
、
厳
に
慎
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
数
少
い
胤
綱
関
係
記
事
と
し
て
、
そ
の
人
物
像
を
つ
か
む
う
え
で
参
考
に
は
な
る
。
和
田
に
わ
合
戦
の
際
の
義
村
の
行
動
を
卑
劣
な
裏
切
り
と
し
て
嫌
い
、
晴
れ
の
場
で
大
名
た
ち
の
座
上
を
占
め
る
義
村
に
傲
岸
不
遜
の
態
度
を
見
て
、
あ
え
て
長
幼
の
序
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を
無
視
し
、
義
村
の
上
席
に
ど
っ
か
と
腰
を
据
え
た
大
胆
な
振
舞
、
犬
に
た
と
え
て
の
最
大
級
の
侮
蔑
に
、
ひ
る
む
こ
と
な
く
同
じ
く
相
手
を
犬
に
た
と
え
て
鋭
く
切
り
返
し
た
応
答
に
は
、
潔
癖
、
剛
直
な
若
者
の
イ
メ
ー
ジ
が
鮮
や
か
に
捉
え
ら
れ
て
い
て
、
一
種
の
爽
快
感
を
喚
ぶ
。
そ
こ
に
、
承
久
の
乱
の
際
の
東
海
道
方
面
軍
の
大
将
軍
の
一
人
と
し
て
勇
戦
ぶ
り
を
重
ね
て
思
い
描
く
の
は
、
読
み
す
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
、
こ
の
説
話
の
紐
子
に
な
る
よ
う
な
衝
突
か
実
際
に
二
人
の
間
に
起
こ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
承
久
の
乱
前
後
の
時
期
で
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
若
年
と
は
い
え
、
胤
綱
は
、
父
の
遺
跡
を
継
い
で
千
葉
介
を
称
し
、
千
葉
氏
の
惣
領
の
旭
位
に
あ
る
。
千
葉
氏
の
頼
朝
挙
兵
以
来
の
功
績
は
、
三
浦
氏
の
そ
れ
に
遜
色
が
な
い
。
ま
た
、
「
介
」
と
い
う
受
領
名
を
称
す
る
有
力
在
庁
官
人
系
の
豪
族
と
い
う
点
で
も
肩
を
並
べ
る
。
義
村
は
、
『
平
家
物
語
』
（
覚
一
本
）
の
巻
九
・
―
―
―
草
勢
揃
、
巻
十
・
蘇
一
戸
に
よ
れ
ば
、
早
く
源
平
合
戦
に
も
参
加
し
て
お
り
、
右
兵
衛
尉
、
左
衛
凹
尉
を
経
て
承
久
元
年
に
は
、
源
氏
・
北
条
氏
を
除
い
て
は
、
御
家
人
と
し
て
は
じ
め
て
駿
河
守
と
し
て
国
司
に
任
用
さ
れ
て
い
る
。
経
験
の
深
浅
、
官
歴
の
優
劣
と
い
う
点
で
は
、
胤
網
は
、
は
る
か
に
及
ば
な
い
。
し
か
し
、
家
の
格
と
い
う
こ
と
で
は
、
こ
の
当
時
の
言
葉
で
い
え
ば
「
対
揚
」
（
対
等
）
、
い
や
千
葉
氏
の
方
が
上
と
い
う
自
負
が
、
惣
領
と
な
っ
た
若
者
の
胸
底
に
は
強
く
存
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
う
し
た
自
負
が
、
潔
癖
、
閥
直
な
性
格
と
―
つ
に
な
っ
て
、
義
村
の
上
に
あ
え
て
座
を
占
め
る
と
い
っ
た
無
作
法
、
傲
慢
と
と
ら
れ
て
も
し
よ
う
の
な
い
よ
う
な
行
動
へ
と
胤
網
を
衝
き
動
か
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
精
神
的
高
揚
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
承
久
の
乱
前
後
が
時
期
と
し
て
は
、
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
。
と
こ
ろ
で
、
義
村
と
胤
網
の
口
論
の
発
端
は
、
座
席
争
い
で
あ
っ
た
。
座
席
の
順
位
す
な
わ
ち
席
次
は
、
序
列
で
の
位
置
す
な
わ
ち
地
位
s
t
a
t
a
s
の
表
徴
で
あ
り
、
そ
の
人
物
の
格
付
け
が
端
的
に
表
現
さ
れ
る
。
将
軍
と
御
家
人
の
関
係
と
い
う
こ
と
で
は
、
源
家
一
門
、
北
条
氏
そ
の
他
の
御
家
人
す
べ
て
等
し
く
、
将
軍
は
主
言
、
一
方
は
そ
の
家
人
と
い
う
主
従
関
係
に
基
づ
く
結
合
で
あ
り
、
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
、
御
家
人
は
み
な
「
傍
造
」
で
あ
る
。
『
吾
妻
鏡
』
文
治
三
年
八
月
四
日
の
条
に
、
熊
谷
直
実
が
、
鶴
岡
八
幡
宮
放
生
会
の
流
鏑
馬
の
折
に
的
立
て
の
役
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
れ
を
不
服
と
し
て
、
「
御
家
人
者
皆
傍
翡
也
」
と
言
い
、
射
手
は
騎
馬
、
的
立
て
は
歩
行
で
、
両
者
の
間
に
は
勝
劣
の
格
差
が
あ
る
、
将
軍
の
命
で
も
従
い
が
た
い
と
し
て
頼
朝
の
命
を
拒
否
し
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
が
、
し
か
し
、
笠
松
宏
至
が
『
法
と
言
葉
の
中
世
史
』
(
-
九
八
四
年
・
平
凡
社
）
の
「
I
中
世
の
『
傍
輩
』
」
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
傍
輩
」
の
平
等
・
対
等
性
は
あ
く
ま
で
も
精
神
的
な
次
元
の
も
の
で
あ
っ
て
、
現
実
の
御
家
人
相
互
の
関
係
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
間
に
優
劣
強
弱
の
差
が
あ
り
、
有
力
御
家
人
と
劣
勢
の
御
家
人
と
が
分
化
し
、
そ
こ
に
序
列
が
存
在
す
る
の
は
動
か
し
が
た
い
事
実
で
あ
る
。
そ
う
し
た
序
列
・
格
付
け
の
顕
著
な
表
徴
の
―
つ
が
席
次
で
あ
り
、
『
吾
妻
鏡
』
の
記
事
の
な
か
に
も
、
席
次
を
め
ぐ
る
逸
話
を
拾
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
文
治
二
年
(
-
―
八
六
）
正
刀
、
頼
朝
が
鶴
岡
八
幡
官
に
参
詣
、
神
拝
し
た
折
に
、
供
奉
の
御
家
人
た
ち
は
左
右
に
分
か
れ
て
廟
庭
に
着
座
し
た
。
千
葉
胤
頼
は
父
常
胤
と
向
き
合
っ
て
位
置
を
占
め
、
い
さ
さ
か
座
を
下
方
に
寄
せ
て
若
座
し
た
。
人
々
は
そ
う
し
た
父
子
の
対
座
を
是
と
し
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
頼
朝
の
意
向
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
常
胤
と
胤
顆
は
父
子
で
は
あ
る
が
、
胤
頼
二
、
座
席
争
い
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が
す
で
に
五
品
（
従
五
位
下
）
の
位
階
を
帯
び
て
い
る
の
に
対
し
て
、
常
胤
は
六
位
に
と
ど
ま
る
。
官
位
は
君
（
天
皇
）
の
授
け
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
尊
重
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
い
う
の
が
頼
朝
の
判
断
で
あ
っ
た
（
文
治
二
年
一
月
三
日
の
条
）
。
こ
の
出
来
事
に
は
、
藤
直
幹
が
『
中
世
武
家
社
会
の
構
造
』
(
-
九
四
四
年
・
秀
英
社
）
の
「
第
三
章
支
配
的
形
態
の
変
遷
・
-
、
独
裁
政
治
」
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
父
子
と
い
う
家
族
的
秩
序
と
官
位
と
い
う
律
令
的
制
度
秩
序
と
の
相
克
が
見
ら
れ
る
。
頼
朝
は
、
社
会
関
係
整
序
の
一
標
準
と
し
て
官
位
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
を
家
族
的
秩
序
に
優
先
さ
せ
た
が
、
東
国
の
御
家
人
た
ち
の
間
に
は
、
伝
統
的
な
同
族
結
合
の
核
た
る
家
族
的
秩
序
を
重
視
す
る
価
値
意
識
が
依
然
と
し
て
強
固
で
あ
っ
た
。
官
位
に
対
し
て
は
権
威
の
表
徴
と
し
て
そ
の
重
み
を
東
国
の
武
士
も
認
め
、
叙
位
叙
官
に
与
る
こ
と
を
栄
誉
と
し
て
望
ん
で
お
り
、
ま
た
、
格
付
け
の
優
劣
を
決
め
る
尺
度
と
し
て
も
、
そ
の
有
無
・
上
下
は
、
客
観
性
を
備
え
て
い
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
官
位
と
い
う
法
制
秩
序
と
家
族
的
秩
序
を
天
秤
に
か
け
る
と
、
家
族
的
秩
序
へ
傾
斜
す
る
度
が
、
東
国
の
武
士
の
世
界
で
は
強
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
う
し
た
価
値
意
識
は
、
和
田
合
戦
に
お
け
る
義
村
の
行
動
を
否
と
す
る
心
情
と
根
を
同
じ
く
す
る
。
胤
頼
が
い
さ
さ
か
座
を
下
方
に
ず
ら
せ
た
の
は
、
主
君
頼
朝
の
命
と
父
に
対
す
る
子
と
し
て
の
礼
と
の
板
ば
さ
み
に
あ
っ
て
、
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
で
調
整
を
図
っ
た
苦
心
の
振
舞
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
頼
朝
は
、
建
久
元
年
（
―
-
九
〇
。
文
治
六
年
四
月
二
十
五
日
二
建
久
卜
改
元
）
＋
一
月
に
入
洛
、
権
大
納
言
そ
し
て
右
近
衛
大
将
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
翌
二
年
一
月
に
は
そ
れ
ま
で
の
家
政
機
関
公
文
所
を
政
所
と
改
称
し
、
翌
三
年
に
征
夷
大
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
る
と
、
御
家
人
に
発
給
す
る
下
文
の
形
式
を
改
め
、
従
来
の
自
署
判
下
文
を
回
収
し
て
、
家
司
の
連
署
に
よ
る
政
所
下
文
に
切
り
替
を
る
（
『
吾
妻
鏡
』
建
久
三
年
八
月
五
日
の
条
）
。
建
久
年
間
は
、
幕
府
機
構
の
整
備
、
御
家
人
の
組
織
統
制
の
強
化
が
精
力
的
に
推
進
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
同
四
年
一
月
一
日
に
は
、
「
人
々
座
敷
次
第
」
が
定
め
ら
れ
、
頼
朝
自
筆
の
「
式
目
」
が
下
さ
れ
た
（
『
吾
妻
鏡
』
同
日
の
条
）
。
席
次
に
関
す
る
規
定
が
法
制
化
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
当
然
こ
れ
も
、
御
家
人
の
組
織
統
制
の
強
化
を
意
図
し
て
秩
序
の
確
立
を
目
指
し
た
法
式
の
制
定
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
記
載
が
な
い
の
で
分
明
で
は
な
い
が
、
先
述
の
胤
頼
の
席
次
に
関
す
る
話
か
ら
推
し
て
、
官
位
の
有
無
・
上
下
を
優
先
さ
せ
る
方
向
で
の
規
準
の
設
定
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
頼
朝
没
後
に
席
次
を
め
ぐ
っ
て
注
目
す
べ
き
出
来
事
が
起
こ
る
。
『
吾
妻
鏡
』
建
保
六
年
七
月
八
日
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
そ
の
日
、
左
大
将
家
（
将
軍
実
朝
）
の
御
直
衣
始
め
の
儀
が
あ
り
、
鶴
岡
八
幡
宮
に
参
詣
し
た
。
そ
の
際
に
随
兵
の
列
序
に
つ
い
て
三
浦
義
村
が
異
議
を
申
し
立
て
た
。
供
奉
の
御
家
人
は
左
右
二
列
の
隊
列
編
成
で
、
義
村
は
上
位
の
左
に
、
長
江
四
郎
明
義
が
そ
の
右
に
並
ぶ
よ
う
に
と
定
め
ら
れ
た
。
義
村
は
、
明
義
が
高
齢
と
の
理
由
か
ら
、
自
分
が
上
席
を
占
め
る
の
は
礼
節
に
反
し
て
従
い
が
た
い
と
謙
退
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
明
義
は
、
義
村
が
「
有
官
」
で
あ
る
う
え
に
三
浦
一
門
の
惣
領
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
左
を
占
め
る
の
が
当
然
で
あ
る
と
主
張
し
、
両
者
譲
ら
ず
時
刻
が
推
移
し
た
。
結
局
実
朝
の
裁
定
で
、
両
者
の
言
い
分
は
も
っ
と
も
で
あ
る
が
、
老
先
短
い
明
義
に
と
っ
て
は
、
晴
の
場
で
義
村
の
上
席
を
占
め
る
こ
と
は
、
子
孫
の
名
誉
と
も
な
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
収
ま
っ
た
。
頼
朝
の
時
代
に
制
定
さ
れ
た
方
式
を
何
事
に
よ
ら
ず
先
例
と
し
て
遵
守
す
る
風
が
強
か
っ
た
頃
で
あ
っ
て
も
、
か
な
ら
ず
し
も
官
位
の
有
無
・
上
下
が
絶
対
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
依
然
と
し
て
長
幼
の
序
の
重
視
も
礼
節
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
出
来
事
で
あ
る
。
こ
の
出
来
事
の
当
事
者
の
一
人
が
義
村
で
あ
る
の
は
、
興
味
深
い
。
こ
の
出
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座
席
争
い
か
ら
義
村
、
胤
綱
は
口
論
し
、
ど
ぎ
つ
い
悪
口
の
応
酬
と
な
る
。
悪
口
と
い
っ
て
も
、
『
古
今
著
閏
集
』
巻
第
十
六
ふ
宍
言
利
口
第
二
十
五
の
五
一
、
悪
口
と
犬
来
事
と
義
村
・
胤
綱
の
口
論
を
め
ぐ
る
説
話
と
を
た
だ
ち
に
結
び
つ
け
て
云
々
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
こ
の
出
来
事
を
通
し
て
、
義
村
と
い
う
人
物
に
は
、
長
幼
の
序
に
こ
だ
わ
り
年
長
者
を
立
て
よ
う
と
す
る
回
の
あ
る
こ
と
を
垣
間
見
る
こ
と
が
可
詣
で
あ
り
、
そ
う
し
た
性
格
を
具
え
た
人
物
像
と
、
こ
の
説
話
に
お
い
て
描
か
れ
て
い
る
、
弱
輩
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
先
輩
と
し
て
遇
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
義
村
を
無
視
し
、
そ
の
上
座
に
腰
を
据
え
た
胤
網
の
振
冥
を
、
黙
過
し
得
な
い
無
作
法
と
し
て
悪
焉
を
浴
び
せ
る
義
村
の
人
物
像
と
は
、
符
節
を
合
わ
せ
た
よ
う
に
き
れ
い
に
一
致
す
る
。
こ
の
説
話
は
、
か
な
り
的
確
に
三
浦
義
村
と
い
う
人
物
の
一
面
を
伝
え
て
い
る
と
い
っ
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る。
も
っ
と
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
両
者
の
座
席
争
い
を
、
も
っ
ぱ
ら
義
村
あ
る
い
は
胤
綱
の
性
格
に
遠
元
し
て
論
じ
よ
う
と
い
う
つ
も
り
は
、
毛
頭
な
い
。
何
よ
り
も
肝
要
な
の
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
序
列
の
格
付
け
の
表
象
と
し
て
の
席
次
に
寄
せ
る
御
家
人
た
ち
の
関
心
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
、
東
国
武
土
の
気
質
も
絡
ん
で
、
席
次
が
悶
沿
の
も
と
に
な
り
や
す
か
っ
た
と
い
う
事
実
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
類
の
座
席
争
い
そ
の
も
の
は
、
筏
村
と
胤
網
と
い
う
組
み
合
わ
せ
だ
か
ら
こ
そ
起
っ
た
の
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
広
く
起
こ
り
得
る
下
地
が
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
の
確
認
で
あ
る
。
そ
う
し
た
下
地
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
こ
の
説
話
も
、
な
る
ほ
ど
有
り
そ
う
な
話
と
し
て
真
実
み
を
帯
び
る
の
で
あ
り
、
争
い
を
め
ぐ
る
義
村
・
胤
綱
の
人
物
像
も
、
そ
の
下
地
を
前
提
と
し
て
確
認
し
た
う
え
で
、
論
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
七
六
話
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
親
し
い
友
人
が
お
た
が
い
に
「
栄
性
法
師
め
、
親
ま
け
、
親
ま
け
」
、
「
茂
通
も
、
謡
ま
け
、
親
ま
け
」
と
や
り
合
っ
て
興
じ
る
．
．
 
と
い
う
類
の
、
た
わ
む
れ
と
し
て
の
悪
口
は
、
罪
が
な
く
て
よ
い
が
、
文
字
ど
お
り
粗
手
を
罵
り
傷
つ
け
る
悪
口
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
思
わ
ぬ
事
態
を
惹
き
辺
こ
す
引
き
金
と
な
る
。
同
説
話
集
、
嗣
託
の
序
に
あ
る
よ
う
に
「
圏
神
の
起
く
る
や
、
少
よ
り
大
に
及
ぶ
。
た
だ
に
雄
を
闘
ふ
の
み
に
あ
ら
ず
し
て
、
多
く
は
以
て
死
を
決
す
」
と
こ
ろ
ま
で
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
か
ね
な
い
。
武
士
の
場
合
は
、
さ
さ
や
か
な
こ
と
か
ら
言
い
つ
の
り
、
過
言
が
お
た
が
い
を
刺
激
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
族
、
緑
者
が
加
勢
に
駆
け
付
け
、
あ
わ
や
武
力
衝
突
と
い
う
事
態
に
な
る
こ
と
が
、
ま
ま
あ
っ
た
ら
し
い
。
御
家
人
ど
う
し
の
闘
評
は
、
幕
府
の
頭
痛
の
種
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
貞
永
元
年
(
―
二
三
二
。
寛
喜
四
年
四
月
二
日
改
元
）
制
定
の
「
御
成
敗
式
目
」
第
十
―
一
条
は
興
味
深
い
。
こ
れ
は
悪
口
禁
止
令
で
、
「
悪
口
咎
事
」
と
し
て
、
「
右
闘
殺
之
基
、
起
＞
自
ー
一
悪
口
吋
其
重
者
被
＞
処
立
運
罪
「
其
軽
者
可
＞
被
元
昌
竺
也
。
間
注
之
時
、
吐
庫
宮
累
則
可
＞
披
昇
凸
論
所
於
敵
人
一
也
。
又
論
所
事
無
其
理
1
者
、
可
＞
被
恥
緊
収
他
所
領
一
若
無
一
面
塞
竺
者
、
可
＞
披
加
空
流
罪
一
也
」
（
佐
藤
進
一
・
池
内
義
資
編
『
中
世
法
制
史
料
集
』
第
一
巻
に
よ
る
。
た
だ
し
句
読
点
、
返
点
は
箪
者
）
と
蜆
定
さ
れ
て
い
る
。
『
御
成
敗
式
目
』
以
前
に
は
、
悪
口
を
罪
と
す
る
伝
統
が
な
く
、
式
目
独
自
の
規
定
で
あ
る
と
い
う
。
た
だ
し
、
『
巾
世
法
制
史
料
菜
』
の
補
注
に
よ
れ
ば
、
悪
ロ
と
認
定
さ
れ
た
事
例
は
、
意
外
に
少
い
と
い
う
。
認
定
さ
れ
た
事
例
と
し
て
は
、
「
恩
願
の
者
」
「
乞
食
非
人
」
「
逆
罪
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
言
い
裕
え
れ
ば
、
弘
長
二
年
(
-
―
一
六
二
）
、
近
江
国
の
奥
島
庄
の
百
姓
た
ち
が
連
署
し
ぎ
ぷ
み
て
取
り
決
め
た
「
近
江
奥
島
庄
隠
規
文
（
屈
し
規
文
）
」
（
『
中
世
政
治
社
会
凪
想
下
』
I
『
日
本
思
想
大
系
』
所
収
。
百
瀬
今
朝
雄
校
注
）
に
も
悪
口
罪
の
規
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定
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
悪
口
輩
」
は
、
庄
内
を
追
放
さ
れ
、
「
妻
女
・
子
息
」
で
あ
っ
て
も
、
「
千
万
悪
口
」
に
及
べ
ば
、
小
屋
を
払
い
焼
か
れ
る
決
ま
り
で
あ
っ
た
。
百
瀬
今
朝
雄
に
よ
る
と
、
悪
口
を
利
敵
行
為
と
み
て
の
禁
止
と
い
う
。
ま
た
林
屋
辰
三
郎
は
、
こ
の
悪
口
は
、
村
民
共
通
の
利
益
を
害
う
よ
う
な
言
動
で
あ
ろ
う
と
す
る
（
『
中
世
文
化
の
基
調
』
I
一
九
五
三
年
・
岩
波
書
店
ー
の
「
「
序
説
」
に
か
え
て
」
参
照
）
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
悪
口
を
組
織
の
秩
序
を
乱
す
悪
と
し
、
罰
則
を
設
け
て
対
処
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
幕
府
に
は
限
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
「
恩
顧
の
者
」
「
乞
食
非
人
」
の
類
が
悪
口
と
認
定
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
相
手
を
犬
呼
ば
わ
り
す
る
な
ど
は
、
も
っ
て
の
ほ
か
の
悪
口
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
中
世
に
お
い
て
人
を
犬
に
喩
え
た
例
の
―
つ
に
、
「
日
本
国
の
武
士
の
中
に
源
平
二
家
と
申
し
て
、
王
の
門
守
の
犬
二
疋
候
ふ
。
」
（
『
麟
立
日
蓮
聖
人
遺
文
』
第
三
巻
・
「
三
五0
•
上
野
殿
御
返
事
」
。
た
だ
し
表
記
は
一
部
筆
者
の
判
断
で
手
を
加
え
た
）
と
い
う
例
が
あ
る
。
源
平
両
家
の
職
務
・
役
割
を
朝
家
守
護
の
番
犬
に
喩
え
た
も
の
で
、
『
太
平
記
』
巻
第
二
十
三
の
「
就
1
l
直
義
病
悩
1
上
皇
御
願
書
事
」
の
な
か
で
、
持
明
院
上
皇
が
足
利
直
義
を
指
し
て
「
爪
牙
之
良
将
」
と
表
現
し
た
そ
の
「
爪
牙
」
に
置
き
換
え
得
る
も
の
で
あ
る
。
『
日
本
書
紀
』
神
代
下
の
火
酢
芹
命
と
彦
火
火
出
見
尊
の
物
語
の
条
の
一
書
に
み
え
る
、
彦
火
火
出
見
尊
に
許
し
を
乞
う
た
兄
火
酢
芹
命
の
子
孫
隼
人
が
、
「
狗
人
」
と
し
て
吠
声
を
発
し
宮
埴
の
警
固
を
そ
の
務
め
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
伝
承
の
「
狗
人
」
に
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
り
は
す
る
が
、
こ
と
さ
ら
に
源
平
両
家
を
蔑
視
し
て
の
使
用
と
は
思
え
な
い
。
右
の
よ
う
に
、
か
な
ら
ず
し
も
露
骨
な
蔑
視
と
は
認
め
が
た
い
例
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
き
わ
め
て
ま
れ
で
あ
り
、
人
を
犬
に
喩
え
た
例
の
ほ
と
ん
ど
は
、
現
代
語
の
「
犬
畜
生
」
と
同
じ
く
、
強
い
侮
蔑
感
を
喚
び
起
こ
す
類
と
認
め
ら
れ
る。
た
と
え
ば
、
道
元
は
、
『
正
法
眼
蔵
』
第
三
十
七
菩
提
分
法
の
な
か
で
、
出
家
根
本
主
義
の
立
場
か
ら
、
在
俗
達
道
を
説
く
輩
を
「
人
面
狗
」
「
人
皮
狗
」
と
痛
罵
し
て
い
る
が
、
こ
れ
な
ど
は
、
そ
の
代
表
的
な
例
で
あ
る
（
成
沢
光
『
政
治
の
こ
と
ば
意
味
の
歴
史
を
め
ぐ
っ
て
』
一
九
八
四
年
・
平
凡
社
—
の
「
国
家
意
識
と
世
界
像
を
め
ぐ
っ
て
」
の
章
、
「
〈
辺
土
小
国
〉
と
日
本
」
の
「
道
元
の
抵
抗
」
の
条
参
照
）
。
ま
た
、
『
＋
訓
抄
』
第
十
・
可
庶
幾
オ
芸
事
の
六
四
（
泉
基
博
編
『
十
訓
抄
本
文
と
索
引
』
に
拠
る
）
に
は
、
源
俊
明
が
、
何
事
に
も
決
し
て
涙
を
こ
ぼ
す
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
「
犬
目
ノ
少
将
」
と
言
わ
れ
た
と
い
う
話
が
あ
る
。
「
日
本
語
学
」
の
一
九
八
五
年
―
一
月
号
の
拙
稿
「
中
古
語
研
究
の
現
状
と
問
題
点
」
で
取
り
上
げ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
心
情
の
豊
か
な
流
露
と
し
て
の
落
涙
は
人
間
独
特
の
も
の
で
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
涙
こ
そ
は
、
人
間
と
畜
生
と
を
弁
別
し
差
別
す
る
表
徽
で
あ
る
と
す
る
観
念
が
あ
り
、
す
こ
し
で
も
、
物
の
あ
わ
れ
を
解
す
る
人
間
な
ら
ば
、
折
に
触
れ
て
涙
を
こ
ぼ
す
の
が
当
然
で
あ
っ
て
、
涙
を
見
せ
ぬ
人
間
な
ど
は
、
畜
生
同
然
と
蔑
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
卑
し
む
べ
き
畜
生
の
典
型
と
し
て
犬
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
、
「
犬
目
」
な
る
言
葉
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
犬
目
の
少
将
」
と
い
う
あ
だ
名
に
は
、
王
朝
的
み
や
び
と
は
無
縁
と
見
倣
さ
れ
た
人
物
に
対
す
る
嘲
笑
の
響
き
が
あ
る
。
そ
の
人
物
が
、
王
朝
的
み
や
び
の
体
現
者
で
あ
る
こ
と
が
当
然
と
し
て
期
待
さ
れ
る
貴
族
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
の
椰
楡
は
辛
辣
で
あ
る
。
源
俊
明
の
少
将
在
任
は
、
天
喜
元
年
(
1
0
五
―
―
―
)
か
ら
延
久
二
年
(
1
0七
0
)
の
間
で
あ
り
、
時
代
を
渕
る
が
、
こ
の
「
犬
目
」
に
中
世
に
お
け
る
蔑
視
観
念
の
投
影
を
読
み
取
る
こ
と
の
障
害
と
は
な
ら
な
い
。
-7-
な
お
念
の
た
め
に
言
い
添
え
れ
ば
、
『
枕
草
子
』
の
翁
丸
の
落
涙
も
、
涙
の
有
無
が
人
問
と
畜
生
と
を
分
つ
表
象
で
あ
る
と
す
る
観
念
が
常
識
と
な
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
洛
少
納
言
や
定
子
に
と
っ
て
驚
く
べ
ぎ
事
件
と
し
て
受
け
留
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
義
村
と
胤
網
に
目
を
向
け
よ
う
。
義
村
の
発
話
「
下
総
犬
は
、
臥
処
を
知
ら
ぬ
ぞ
と
よ
」
は
、
聖
域
視
さ
れ
て
い
る
場
所
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
い
わ
ば
気
随
気
儘
に
徘
徊
・
出
入
し
て
寝
そ
べ
り
座
り
こ
む
犬
の
習
性
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
そ
う
し
た
徘
徊
的
翌
性
に
か
た
ど
っ
て
胤
網
の
無
作
法
を
な
じ
り
、
卑
屈
な
る
こ
と
犬
さ
な
が
ら
と
嘲
罵
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
吾
妻
録
』
に
、
犬
の
徘
徊
的
行
動
に
関
す
る
記
事
が
散
見
す
る
。
嘉
禄
―
―
-
年
（
ロ
ニ
七
）
四
月
十
二
日
の
条
に
は
、
幕
府
の
御
畳
の
上
に
犬
の
糞
が
あ
り
、
驚
い
て
百
怪
祭
（
陰
陽
道
に
お
け
る
災
厄
除
去
の
祭
り
の
一
っ
）
を
行
っ
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
同
糧
の
記
事
は
、
寛
喜
元
年
(
―
ニ
ニ
九
。
三
月
五
日
二
安
貞
ヲ
改
元
）
五
月
二
十
一
日
の
条
に
も
み
え
る
。
犬
の
糞
が
、
御
所
の
常
の
御
座
の
上
に
ひ
り
懸
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
早
速
占
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
将
く
せ
ち
軍
が
病
事
を
悩
み
、
口
舌
を
問
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
勘
文
が
奏
上
さ
れ
た
。
人
な
ら
ば
、
た
や
す
く
出
入
を
許
さ
れ
な
い
貴
所
に
も
、
犬
は
侵
入
す
る
。
時
に
は
排
便
し
て
、
常
に
浩
浄
を
保
つ
べ
き
場
所
を
汚
染
す
る
。
路
傍
の
排
泄
物
に
は
注
麻
を
払
わ
な
い
人
間
も
、
貴
所
を
河
す
排
泄
物
に
は
狼
狽
す
る
。
そ
れ
を
不
吉
の
兆
と
し
て
受
け
取
り
、
不
気
味
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
意
味
を
解
読
し
ょ
う
と
す
る
。
災
厄
の
降
り
か
か
る
の
を
除
去
し
よ
う
と
努
め
る
。
こ
う
し
て
、
犬
の
徘
徊
的
行
動
は
、
放
埒
・
卑
阿
の
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
不
浄
・
災
厄
を
持
ち
込
み
撤
き
散
ら
す
、
ま
が
ま
が
し
い
厄
介
者
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
も
喚
起
す
る
。
不
浄
と
い
え
ば
、
犬
は
、
死
稜
．
産
械
の
発
生
源
と
し
て
、
ま
た
死
蔵
を
も
た
ら
す
媒
体
と
し
て
も
、
厄
介
視
さ
れ
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
黒
田
日
出
男
が
『
姿
と
し
ぐ
さ
の
中
世
史
』
(
-
九
八
三
年
・
平
凡
社
）
の
「
『
犬
』
と
『
烏
』
」
の
条
で
考
察
し
て
お
り
、
筆
者
も
「
平
安
時
代
に
お
け
る
触
稼
観
と
犬
」
（
筑
波
大
学
紀
要
「
文
芸
言
語
研
究
文
芸
篇
1
2
」
一
九
八
七
年
九
月
）
で
論
じ
た
の
で
、
小
稿
で
は
立
ち
入
ら
な
い
。
脈
綱
の
発
話
「
三
浦
犬
は
友
を
食
ふ
な
り
」
は
ど
う
か
。
鎌
倉
時
代
の
文
献
の
な
か
に
「
人
食
ふ
犬
」
な
る
言
葉
を
見
出
す
こ
と
が
あ
る
。
見
さ
か
い
な
く
、
む
や
み
に
人
に
噛
み
付
く
犬
の
こ
と
を
い
う
。
藤
原
俊
成
の
娘
の
『
た
ま
き
は
る
』
（
『
健
寿
御
前
日
記
』
『
健
御
前
の
記
』
と
も
）
に
は
、
八
条
院
に
参
り
初
め
た
頃
の
作
者
が
、
「
ひ
た
ひ
」
と
い
う
名
の
「
人
食
ふ
犬
」
に
よ
く
似
た
黒
犬
と
顔
を
合
わ
せ
た
体
験
を
回
想
し
た
記
事
が
あ
り
、
『
古
今
著
聞
集
』
巻
第
十
六
・
興
言
利
口
第
二
十
五
に
も
、
一
条
能
保
の
随
身
下
太
友
正
が
、
「
こ
と
に
な
の
め
な
ら
ず
人
食
ふ
犬
」
を
打
蜜
し
て
懲
ら
し
め
た
と
い
う
説
話
が
あ
る
（
五
二
五
話
）
。
「
人
食
ふ
犬
」
は
、
危
検
で
あ
り
恐
ろ
し
い
。
『
徒
然
草
』
百
八
十
三
段
は
、
「
人
突
く
牛
を
ば
角
を
切
り
、
人
食
ふ
馬
を
ば
耳
を
切
り
て
そ
の
し
る
し
と
す
：
・
・
・
・
人
食
ふ
犬
を
も
養
ひ
飼
ふ
べ
か
ら
ず
。
こ
れ
み
な
科
あ
り
。
往
の
菜
な
り
。
」
と
記
す
。
「
律
」
と
は
養
老
律
令
の
律
で
あ
り
、
嗅
犬
に
開
す
る
厩
庫
律
を
指
す
。
（
『
日
本
思
想
大
系
』
所
収
『
律
令
』
30
雑
令
の
補
注
2
3
参
照
）
こ
う
し
た
危
険
な
「
人
食
ふ
犬
」
は
、
と
り
わ
け
強
い
暴
戻
．
兇
屁
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
。
既
綱
の
発
話
は
、
「
人
食
ふ
犬
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
踏
ま
え
、
そ
れ
を
一
ひ
ね
り
ひ
ね
っ
た
嘲
罵
で
あ
ろ
う
。
見
さ
か
い
な
く
人
に
食
ら
い
付
く
、
危
険
で
兇
猛
な
犬
の
こ
と
は
よ
く
耳
に
す
る
。
し
か
し
、
い
く
ら
愚
擬
を
本
性
と
す
る
畜
生
と
は
い
え
、
友
は
友
、
い
ま
だ
そ
の
友
に
も
食
ら
い
付
く
犬
な
ど
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
三
浦
犬
に
限
っ
て
は
、
友
-8-
を
食
ら
う
そ
う
な
。
兇
猛
ど
こ
ろ
の
段
で
は
な
い
。
な
ん
と
ま
あ
、
無
道
、
破
廉
恥
な
犬
も
い
る
こ
と
か
。
は
ば
か
り
な
が
ら
下
総
犬
は
、
臥
処
を
知
ら
な
い
粗
野
な
犬
か
も
し
れ
な
い
が
、
友
を
食
ら
う
な
ど
と
い
う
ひ
ど
い
こ
と
を
す
る
犬
は
一
匹
も
い
な
い
。
無
作
法
呼
ば
わ
り
は
片
腹
痛
い
。
節
義
に
も
と
る
義
村
こ
そ
、
犬
に
も
劣
る
人
非
人
、
東
国
武
士
の
名
折
れ
で
は
な
い
か
…
…
。
胤
綱
が
発
話
に
籠
め
た
心
情
を
汲
み
上
げ
な
が
ら
細
述
す
れ
ば
、
以
上
の
よ
う
に
な
る。
相
手
を
犬
に
喩
え
て
の
義
村
の
嘲
罵
は
、
天
に
向
か
っ
て
唾
す
る
行
為
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
同
じ
く
犬
に
喩
え
た
強
烈
な
嘲
罵
を
胤
綱
が
浴
び
せ
る
材
料
を
提
供
す
る
恰
好
に
な
っ
た
。
こ
の
勝
負
、
明
ら
か
に
胤
綱
の
勝
ち
で
あ
る
。
『
古
今
著
聞
集
』
の
成
立
は
、
建
長
六
年
(
―
二
五
四
）
で
あ
る
。
作
者
橘
成
季
は
、
『
御
成
敗
式
目
』
に
公
家
法
に
は
見
ら
れ
な
い
、
悪
口
罪
と
い
う
珍
し
い
条
目
の
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。
烈
し
い
悪
口
の
応
酬
に
焦
点
を
絞
っ
た
簡
潔
な
構
成
は
、
臨
場
感
を
盛
り
上
げ
て
、
迫
力
が
あ
る
。
東
国
武
士
の
世
界
に
お
け
る
悪
口
の
重
み
と
い
っ
た
こ
と
を
十
分
に
心
得
て
の
エ
夫
で
あ
ろ
う
。
四
、
し
め
く
く
り
以
上
『
古
今
著
聞
集
』
巻
第
十
五
・
闘
評
第
二
十
四
の
三
浦
義
村
と
千
葉
胤
綱
の
口
論
を
話
柄
と
す
る
説
話
に
つ
い
て
、
解
説
を
試
み
た
。
「
二
座
席
争
い
」
、
「
三
悪
口
と
犬
」
に
つ
い
て
紙
幅
を
費
や
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
相
応
の
分
量
を
充
て
て
論
ず
べ
き
テ
ー
マ
で
あ
り
、
小
稿
は
、
か
な
り
肌
理
の
粗
い
考
察
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
別
の
機
会
に
改
め
て
取
り
組
ん
で
み
た
い
。
最
後
に
『
吾
妻
鏡
』
寛
喜
三
年
(
―
二
三
一
）
九
月
二
十
七
日
の
条
を
紹
介
し
て
お
く
。
こ
の
日
、
鎌
倉
は
名
越
の
辺
で
験
ぎ
が
起
こ
っ
た
。
北
条
朝
時
第
（
筑
波
大
学
文
芸
・
言
語
学
系
教
授
）
に
敵
が
打
ち
入
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
兄
泰
時
は
評
定
の
座
か
ら
応
援
に
駆
け
着
け
た
。
そ
の
泰
時
の
行
動
に
対
し
て
、
執
権
と
い
う
重
職
に
あ
る
身
と
し
て
は
軽
率
に
過
ぎ
る
と
諫
め
る
者
が
い
た
。
泰
時
は
、
そ
の
諫
言
を
諒
と
し
な
が
ら
も
、
人
の
世
に
あ
る
の
は
血
縁
を
思
う
が
故
で
あ
り
、
眼
前
に
兄
弟
の
殺
害
さ
れ
る
の
に
手
を
棋
い
て
い
た
ら
、
世
間
の
謗
り
を
招
く
で
あ
ろ
う
、
そ
う
な
っ
て
は
執
権
の
座
に
い
て
も
意
味
が
な
い
、
武
士
の
道
に
は
身
分
の
軽
重
は
か
か
わ
り
な
い
と
答
え
た
。
義
村
は
そ
の
言
葉
を
傍
で
聞
い
て
い
て
感
涙
を
拭
っ
た
。
そ
し
て
御
所
の
御
台
所
で
祗
候
す
る
男
女
に
語
っ
て
聞
か
せ
た
と
い
う
。
か
つ
て
一
族
の
長
老
を
裏
切
り
、
多
く
の
同
族
を
死
に
追
い
や
っ
た
苦
い
経
験
の
あ
る
義
村
は
、
ど
の
よ
う
な
思
い
で
泰
時
の
言
葉
を
聞
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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